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紙面から６月の出来事

●時　事

  1日  駐車違反取り締まりスタート

22日  サッカーＷ杯 日本1次リーグで敗退

●山梨県中央会ニュース

  3日  2006「中小企業の森」植樹

  6日  金川の森「中小企業の森」草刈り

14日  青年中央会総会

29日  労務改善団体連合会総会

７月の予定
20日  65歳雇用導入プロジェクト第11回達成

　　　会議

2面  専門委員会
3面  景況情報/金融アラカルト/県陳情
4面  アクティブ kumiai/情報BOX
5面  Hello!組合事務局/組合Q&A
　　 中央会青年部総会
6面  リニア中央新幹線沿線学者会議開催
　　 ただいま、研究中！
7面  ジョブサポートだより/情報BOX
8面  中国を視察/中央会組織図/表彰者紹介 
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「中小企業の森」の手入れを行う参加者（草刈り）

苗木を植える参加者（植樹）

参加者に豚汁を配る（草刈り）

あいさつする宮川会長（草刈り）
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●委員長　内藤　悦次　　●副委員長　渡辺　　彬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　　守

1.中小企業対策の充実強化
　景気回復を着実なものとし、様々な格差を是

正しつつ健全な経済構造を確立するため、中小

企業連携組織対策及び中小企業対策全体を拡

充し、日本の企業数で99.7％、従業員数におい

ても80％を占め、我が国経済の活力の源泉であ

る中小企業の活性化を図ること。

総合政策委員会

●委員長　滝沢　　守　　●副委員長　松葉　　惇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯田　章雄

1.2007年問題への対応
　2007年からの団塊世代の引退に伴う問題に

取り組む企業を支援する「2007年問題に直面す

る中小企業等への技能継承支援」が、また、地域

の実情を踏まえた高齢者の活用、後継者の確保

等中小企業団体等による2007年問題への取組

みを支援する「地域雇用開発活性化事業」（2007

年問題対応型Ｕ･Ｉターン事業）がそれぞれ創設

されたが、これが実効あるものとなるよう、さ

らなる制度の充実を図ること。

2.地域求職活動援助事業の継続要件の緩和等
　雇用のミスマッチ解消に取り組むため、国や県、

商工団体が連携して実施してきた「地域求職活

動援助事業」は、求職者の円滑な再就職と企業

が求める人材の確保に効果をあげているが、雇

用のミスマッチ解消には至っていない。そこで、

中小企業の人材確保の観点から、同事業の継続

要件の緩和、又は同様な制度の創設を行うこと。

3.早期に実効性のある少子化対策を講ずること
　現在、国では、次世代育成支援対策推進法の

基に、我が国における急速な少子化の進行と家

庭及び地域を取り巻く環境の変化に対して、国、

地方公共団体、事業主及び国民に次世代育成支

援対策に関する行動計画の策定と推進を図っ

ているところであるが、推進にあたっては、中

小企業の経営の負担増加とならないように配

慮するとともに、行動計画が実効あるものとな

るような支援制度の拡充・創設を望む。

4.法定労働時間内における割増賃金の義務化
に反対

　法定労働時間内において所定労働時間を超

えて労働させた場合の割増制度の導入は絶対

に行わないこと。

労働委員会

●委員長　小泉　正仁　　●副委員長　大木　　政
　　　　　　　　　　　　　　　　　　小田切常雄

1.中小企業連携組織対策の確保・充実と中小企
業組合制度への適切な対応

　中小企業連携組織対策は中小企業対策の重

要な柱である。しかしながら中小企業組合に関

する予算で見る限りは従来の組織化指導費に

比し壊滅的な縮減を受けており連携の基軸は

無惨な状況に陥っている。そこで国及び都道府

県は一体となって中小企業連携組織対策を確

保し、同対策の実施を担う中小企業団体中央会

の指導体制の整備・強化を支援すること。また、

中小企業組合制度見直しに向けた検討に当た

っては、既存組合に与える影響や既存組合が有

する真のニーズを十分把握し適切に対応する

こと。

組織委員会

●委員長　窪田　廣宣　　●副委員長　山下　安廣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯野　　巧

1.商店街等商業集積の整備と個店対策の強化
(1)商店街等が設置した公共性の高い共同施設（ア

ーケード・駐車場・イベントホール・ストリー

トファニチャー、防犯カメラ等、以下「共同施

設等」という。）の保守・修繕及び解体・撤去費

用に対する補助制度を創設すること。

(2)共同施設等の借入金償還に係る賦課金収入

と減価償却費との差額（所得）への非課税措置、

共同施設等の資金の借入れに伴う個人保証

の免除等の弾力的運用制度を創設すること。

また、共同施設等に関わる道路占有料は全額

免除とすること。

(3)ＮＰＯや市民、学校と商店街や共同店舗が連

携して行う介護・託児などのコミュニティビ

ジネスや高齢者コミュニティ施設の運営、空

き店舗を活用したチャレンジショップ事業

等への支援を拡充すること。

2.中小物流業対策の強化
　卸商業団地の組合員の倒産・廃業等によって

生じた跡地について、組合員の円滑な入れ替え

等ができるようにするため、組合が一時的に買

い取る場合の借入金に関わる支援措置を講じ

ること。また、高度化資金の償還、不動産取得税、

登録免許税、消費税等について軽減措置を講じ

ること。

　中小運輸業が安定した経営ができるよう、

高騰した燃料に係る税率の見直し、高速道路

利用料金の引き下げ等の緊急対策を講ずる

こと。

商業委員会

●委員長　渡辺　　彬　　●副委員長　石部　元章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　今井　　進

1.中小企業金融対策の充実
中小企業の資金需要に応えるため、以下の措置

を講ずること。

(1)信用保証協会の基金補助金の大幅増額、保証

枠の拡大、リスク考慮による料率体系の弾力

的な運用による実質的な保証料の引き下げ

(2)政府系金融機関の行う低金利融資制度活用

のための支援と低金利活用貸付限度額の拡大、

返済期間の延長、無担保・無保証貸付制度の

拡大

(3)リレーションシップバンキング機能強化に

つながる、金融検査マニュアル運用上の弾力

化・債務者区分の細分化

2.高度化事業の貸付条件等の緩和
　高度化融資について、現行の金利の更なる引

き下げ及び既往貸付についても同一金利をも

って適用すること。

3.信用組合の強化
　協同組合金融機関として、中小企業金融の円

滑化と地域経経済の発展に重要な役割を果た

している信用組合が、引き続き中小企業と地域

社会の負託に応えられるよう、信用基盤の確立

及び経営体質強化について全面的な支援を講

ずること。

金融委員会

●委員長　矢澤　雄兒　　●副委員長　安藤　晴雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　今村　力男

1.中小企業の研究開発や新分野進出のための
支援策の強化・拡充

　中小製造業が新分野進出・新商品開発などを

行うための諸施策について、個々企業の計画づ

くりの支援体制を強化するとともに、研究開発

や事業化を行う際の支援策の拡充と弾力的運

用を図ること。

2.官公需発注権の地方への委譲について
　官公需法は、中小企業への受注機会の増大に

よる地域経済の活性化と中小企業の経営基盤

強化のための施策と位置づけられていること

に鑑み、国の地方支分部局等について、発注権

限の限度額の引き上げと発注権の委譲するな

どの積極的な措置を講ずること。

工業委員会

●委員長　勝又　明美　　●副委員長　井上　勝次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野　勝正

1.消費税引き上げ絶対反対並びに制度改正に
ついて

　消費税の引き上げに関しては十分な議論を

尽くし、拙速かつ安易な引き上げは絶対に行わ

ないこと。中小企業者の事務負担の軽減などの

目的で制度化された簡易課税及び事業者免税

点制度は、中小企業者の実情に鑑み、引き続き

存続を図ること。

　また、消費税の各種届出書及び承認申請書の

提出期限の延長、法人税と同様確定申告書の提

出期限の延長の特例など、制度の改正を図ること。

2.中小企業等軽減税率と適用課税所得の改正
について

　中小企業等に適用されている現行の軽減税

率(22％)を引き下げるとともに、適用課税所得

を800万円から引き上げ、中小企業等の経営基

盤強化に配慮した改正を行うこと。

税制委員会

●委員長　武田　與光　　●副委員長　中込　正明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　古屋　　昶

1.廃棄物処理施設の適正設置の円滑化
　廃棄物の適正処理及び再資源化を推進するには、

排出者、処理事業者並びに行政等が各自で責任

をもった対応をしていくことが必要である。排

出者は適切な情報開示、処理事業者はそれに伴

う的確な処理を行うことが求められており、そ

れらを確実に行うには行政の協力が不可欠である。

　特に、近年課題になっている廃棄物処理施設

の設置については、廃棄物の処理及び清掃に関

する法律（以下廃棄物処理法）に規定されている

許可基準に加え、各自治体が設置する指導要領

にも従う必要があり、厳しい基準により設置す

ることが困難な案件が多く見られる。

　ついては、廃棄物処理施設の設置が円滑に推

進されるよう地域の実態に合った廃棄物処理法

の改正とともに、廃棄物処理法で規定されてい

る許可基準以上の条件は緩和するよう各自治体

に指導することを要望する。

環境委員会

第5858回中小企業団体全国大会への提出議案回中小企業団体全国大会への提出議案第58回中小企業団体全国大会への提出議案

情報BOX
●高齢者を自ら教育し、活用してみませんか。

シニアワークプログラムのご案内
　おおむね55歳以上65歳未満の就職希望者に、必要な技能講習を実施した
のち、雇用が行える業界団体を募集しています。
　シニアワークプログラム事業は、高齢者の就職に向けた「技能講習会」を開
催し、講習修了者と企業との「合同面接会」の開催によって、就職の促進を図
るもので、平成18年度は、「タクシー乗務員」、「フォークリフト運転者」、「警備
業務員」などの養成コースを開催しています。

事業実施の要件は、
　「技能講習会」の講師は、業界団体等から派遣していただきます。
　「合同説明会」へは、業界団体等の構成企業で求人募集を行っている企業に
参加していただきます。
　「技能講習会」及び「合同説明会」の開催に伴う費用は、山梨県シルバー人材
センター連合会が予算の範囲内において負担します。

お申込・お問い合わせ

山梨県中小企業団体中央会　労働課　Tel.055-237-3215
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金 融 ア ラ カ ル ト

　調査対象の50業界のDI値は、製造業は「業界の景況」がやや悪化したが、4ヶ
月連続して「売上高」がプラス値を示しており、持ち直しの動きが続いている。
非製造業においても「業界の景況」がやや悪化したが、「売上高」が大幅に回復
しており、全体的な回復の動きが本格化しつつある。
  企業間格差があらゆる業種で拡大している。特に、原材料の高騰、燃料の高騰
等の影響を受けている業界、公共事業の削減の影響を受けている業界におい
ては、倒産・廃業などのおそれが出てきており、倒産の連鎖が懸念される。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成18年５月分）
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様
、
原
料
の
高
騰

が
収
益
を
圧
迫
。

●
繊
維
・
同
製
品
／
織
物
は
、

袖
裏
地
・
服
地
の
発
注
が
あ

る
が
、
ロ
ッ
ト
数
が
少
な
い
。

低
温
、
多
雨
の
た
め
、
日
傘
・

雨
傘
と
も
売
れ
行
き
が
悪
い
。

●
木
材
木
製
品
／
木
材
は
、

外
材
が
値
上
が
り
し
て
お
り
、

徐
々
に
で
は
あ
る
が
国
産
材

へ
の
シ
フ
ト
の
動
き
が
出
て

い
る
。

●
印
刷
／
売
上
は
一
進
一
退

で
あ
り
、あ
ま
り
良
く
な
い
。

●
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
出
荷
量
は
、
公

共
物
件
・
民
需
と
も
減
少
し
、

売
上
高
は
前
月
に
続
き
前
年

比
減
少
。
砂
利
販
売
は
、
採
取

許
可
が
下
り
、
原
石
の
確
保

が
で
き
、
売
上
高
が

上
昇
し
た
が
、
土
木

建
設
工
事
が
減
少
し

て
い
る
た
め
、
企
業

倒
産
が
懸
念
。

●
鉄
鋼
機
械
金
属
／

機
械
製
造
は
、
全
体

的
に
好
調
に
推
移
し
て
い
る

が
、
国
外
流
出
が
続
い
て
い

る
業
種
の
末
端
企
業
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
。
鍍
金
は
、
金

属
材
料
及
び
燃
料
の
高
騰
が

収
益
を
圧
迫
。

●
宝
飾
品
／
宝
飾
品
は
、
金
・

プ
ラ
チ
ナ
地
金
価
格
の
高
騰

に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。

■
非
製
造
業

●
小
売
業
／
水
産
物
は
、
価

格
上
昇
傾
向
に
あ
る
中
、
大

型
店
と
の
競
争
に
よ
り
売
上

が
減
少
。
食
肉
小
売
は
、
牛
肉

相
場
等
の
高
騰
が
収
益
を
圧

迫
。
家
電
は
、
デ
ジ
タ
ル
機
器

が
好
調
で
あ
り
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、地
デ
ジ
景
気
に
期
待
。

燃
料
販
売
は
、
５
月

は
５
円
程
度
の
値
上

げ
を
行
っ
た
が
、
転

嫁
不
足
に
よ
り
、
収

益
が
悪
化
。
自
動
車

販
売
は
、
販
売
台
数

が
減
少
し
た
。

●
サ
ー
ビ
ス
業
／
ホ

テ
ル
・
旅
館
は
、
地
域

間
・
企
業
間
に
よ
る

格
差
が
見
ら
れ
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
が
よ
か
っ
た
地

域
と
明
け
か
ら
良
か

っ
た
地
域
が
あ
る
。

自
動
車
整
備
は
、
車

種
が
小
型
化
し
、
売

上
高
が
減
少
。
資
金

回
収
サ
イ
ト
が
長
期

化
し
、
資
金
繰
り
が

悪
化
し
て
い
る
企
業
が
見
ら

れ
る
。

●
建
設
業
／
建
設
業
は
、
公

共
事
業
増
大
が
見
込
め
な
い

た
め
、
資
金
繰
り
の
悪
化
に

よ
る
倒
産
が
懸
念
。
鉄
構
工

事
は
、
小
規
模
の
店
舗
や
工

場
の
動
き
が
出
て
き
て
稼
働

率
が
上
昇
し
た
が
、
鋼
材
価

格
の
高
騰
に
よ
り
資
金
繰
り

が
厳
し
い
。
管
工
事
は
、
公
共

事
業
・
個
人
住
宅
宅
内
工
事

の
減
少
に
よ
り
、
経
営
が
厳

し
い
。
型
枠
工
事
は
、
マ
ン
シ

ョ
ン
や
小
規
模
ビ
ル
な
ど
の

物
件
は
あ
る
が
、
安
値
競
争

に
よ
る
採
算
割
れ
で
、
倒
産

や
廃
業
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー
業
界

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
売
上
増
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
以
降
は
低
迷
。
燃
料
費
の

高
騰
が
ま
す
ま
す
経
営
を
圧

迫
。

山梨県商工業振興資金の概要
　県内中小企業者の金融の円滑化を促進し、もって経営の安定、体質強化、地場産業の振興、組合活動の強化、研究開
発企業の育成、労働力確保及び行政諸施策の促進を図るため４資金16融資を設け、金融機関の協調を得て、年利1.9
％（保証付き1.6％）～2.4％（保証付き2.1％）の低利で長期の融資を実施している。

セーフティネットの整備　
●経営支援緊急融資Ａ型・Ｂ型の継続実施　
　小規模企業者（常時雇用者20人（商業・サービス業５人）以下）の資金繰
りを支援するため、無担保・第三者保証人不要で融資する経営支援緊急融
資Ａ型・Ｂ型について、継続実施する。

●資金繰り支援借換融資の継続実施　
　事業者の資金繰りを支援するため、県制度融資の借換のための融資を
継続実施する。

●売上減少事業者向けの緊急融資の継続実施　
　経済状況の変化により業況に大きな影響を受けた事業者のうち、売上
減少事業者に向けた臨時的融資を継続実施する。（経済変動対策融資の経
営安定化特別分）

●既往融資の条件変更措置の継続実施　
　経営の健全性を有し事業の再生が可能な者について、２年以内の返済
期間延長等を継続実施する。

その他の主な制度融資　
●事業促進融資の実施
　合理化、近代化及び環境整備や企業体質の強化を図ろうとする事業者
に向けた融資を実施する。

●経済変動対策融資（不況業種対策関係）の実施
　原油の高騰等により影響を受けている事業者に向けた融資を実施する。

●地場中小企業育成資金
    製造業を主たる事業として営む事業者に向けた融資を実施する。

融資に関しての御相談は・・・
●中小企業金融相談窓口　　TEL.055-223-1554　
　　甲府市丸の内1-6-1　山梨県庁本館2Ｆ
●取扱金融機関
　　商工組合中央金庫、山梨中央銀行、東京スター銀行
　　各信用金庫、各信用組合

130億円

山梨県商工労働部商業振興金融課　金融担当　TEL.055-223-1538

平成18年度
商工業振興資金

総融資枠

「
地
元
業
者
か
ら
県
立
施
設
の
給
食
の
食
材
を
」

「
地
元
業
者
か
ら
県
立
施
設
の
給
食
の
食
材
を
」

「
地
元
業
者
か
ら
県
立
施
設
の
給
食
の
食
材
を
」

中央会などが
知事へ要望書を提出




６
月
20
日
、中
央
会
、県
商
工
会
連

合
会
、
甲
府
商
工
会
議
所
並
び
に
富

士
吉
田
商
工
会
議
所
の
県
商
工
4
団

体
は
山
梨
県
に
対
し
て
県
立
施
設
へ

の
食
材
の
地
元
業
者
へ
の
優
先
発
注

に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。
こ

れ
は
、
県
が
進
め
て
い
る
県
立
施
設

の
給
食
業
務
の
外
部
委
託
に
よ
り
施

設
の
給
食
用
食
材
に
つ
い
て
地
元
青

果
店
な
ど
食
材
業
者
へ
の
注
文
が
減

少
し
て
い
る
た
め
。

　
中
央
会
の
宮
川
睦
武
会
長
は
﹁
地

場
産
業
の
振
興
と
い
う
観
点
か
ら
、

地
元
中
小
企
業
へ
の
発
注
を
優
先
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
﹂と
要
望
し
た
。ま

た
、同
会
長
は﹁
地
元
業
者
も
自
助
努

力
が
必
要
で
あ
り
、商
工
団
体
は
、業

界
の
経
営
の
向
上
の
た
め
に
支
援
を

し
て
い
く
﹂。と
述
べ
た
。

　︵
以
下
は
要
望
書
の
抜
粋
︶

　
本
県
経
済
の
基
盤
を
支
え
て
い
る

の
は
地
場
中
小
企
業
で
あ
る
と
の
自

負
を
持
ち
、日
々
、経
営
の
革
新
と
活

性
化
に
鋭
意
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、行
政
に
よ
る
経
営

環
境
の
整
備
も
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。本
日
こ
こ
に
私
ど
も

商
工
４
団
体
が
県
内
中
小
零
細
企
業

者
を
代
表
し
て
当
面
す
る
課
題
に
つ

い
て
そ
の
対
策
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。山
本
栄
彦
知
事
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、以
下
の
事
項
に
つ
い
て

特
段
の
ご
配
意
を
賜
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

記

１. 

小
規
模
商
業
者
の
育
成
と
振
興

対
策
の
拡
充
・
強
化

　
県
内
の
中
小
零
細
の
小
売
業
、

卸
売
業
数
の
減
少

が
顕
著
で
、こ
れ
は

大
規
模
商
業
施
設

の
出
店
に
よ
る
販
売
シ
ェ
ア
ー
の

激
減
、販
売
競
争
の
激
化
な
ど
が

主
な
要
因
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
小
規
模
商

業
者
の
衰
退
に
留
ま
ら
ず
、県
内

の
商
業
構
造
に
深
刻
な
影
響
が
及

ぶ
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。よ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
経
営
環
境
に
あ
る
小

規
模
商
業
者
の
育
成
と
振
興
対
策

の
拡
充
・
強
化
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

２. 

地
元
納
入
業
者
へ
の
優
先
的
発

注
に
関
す
る
協
力
要
請

　
近
年
、病
院
・
福
祉
施
設
な
ど
の

県
立
施
設
の
給
食
の
外
部
委
託
が

進
み
、全
国
的
に
事
業
展
開
し
て

い
る
大
手
企
業
が
受
託
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
り
、従
来
か
ら
食
材

取
引
の
あ
っ
た
地
元
納
入
業
者
の

参
加
が
制
約
ま
た
は
解
約
さ
れ
る

傾
向
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
私
共
商
工
４
団
体
と
い
た
し
ま

し
て
も
地
元
納
入
業
者
に
対
し
、

食
材
の
安
全
管
理
・
新
鮮
性
、流
通

コ
ス
ト
の
削
減
等
の
経
営
努
力
に

向
け
て
支
援
し
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、県
立
施
設
で
の
食

材
等
に
つ
い
て
地
元
業
者
へ
優
先

的
に
発
注
さ
れ
ま
す
よ
う
要
望
い

た
し
ま
す
。

山本知事へ要望書を手渡す宮川会長
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

富
士
の
国
で

第
31
回
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催

「
安
全
と
お
い
し
さ 

ご
く
り 

水
道
水
」

 

水
道
週
間
に
併
せ
て
、水
道
設
備
点
検
を
実
施

甲斐市管工事協同組合

山梨県化粧品小売協同組合 TOPIX

TOPIX

子ども達のため、園庭手洗い場の水漏れを直す組合員

第48回水道週間ポスター

　
全
国
化
粧
品
小
売
協
同
組

合
連
合
会
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

平
成
18
年
６
月
21
日
山
梨
市﹁
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
富
士
屋
ホ
テ
ル
﹂

で
山
梨
県
化
粧
品
小
売
協
同

組
合
の
協
力
を
得
て
、
県
内
外

か
ら
参
加
者
約
80
名
で
や
ま

な
し
大
会
を
開
催
し
た
。

　
開
催
に
先
立
ち
、
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
理
事
長
会
議
に
お
い

て
山
梨
県
化
粧
品
小
売
協
同

組
合
西
山
武
夫
理
事
長
が
選

任
さ
れ
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
就
任

し
た
。

　
上
田
榮
喜
実
行
委
員
長
が﹁
精

一
杯
の
お
も
て
な
し
の
心
で
今
日
の
日
を
迎
え
た
。
山
梨
自
慢
の
果

実
と
新
日
本
三
大
夜
景
を
楽
し
ん
で
頂
き
、
実
り
多
い
大
会
に
し
た

い
。﹂
と
歓
迎
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
大
会
で
は
、
平
成
17
年
度
の
事
業
報
告
と
平
成
18
年
度
の
事
業
計

画
、
全
国
化
粧
品
小
売
協
同
組
合
連
合
会
中
神
美
郎
理
事
長
よ
り
﹁
真

︵
新
︶
の
専
門
店
の
接
客
に
つ
い
て
考
え
よ
う
﹂
を
テ
ー
マ
に
提
案
並

び
に
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
﹁
商
い
の
原
点
を
探
る
〜
三
方
よ
し
の
近
江
商
人
〜
﹂
と
題

し
て
山
梨
学
院
大
学
経
営
情
報
学
部
宮
塚
利
雄
教
授
よ
る
講
演
会
が

行
わ
れ
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
中
央
会
宮
川
睦
武
会
長
が
﹁
中
小
企
業
を
取
巻
く
環

境
は
厳
し
い
が
、
団

結
し
て
行
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

少
子
高
齢
化
が
進
む

な
か
女
性
部
の
設
立

に
よ
り
組
合
の
活
性

化
が
な
さ
れ
、
女
性

の
細
や
か
な
視
点
や

発
想
で
益
々
業
界
を

盛
立
て
て
欲
し
い
。
﹂

と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
大
会
終
了
後
、
来

賓
を
交
え
盛
大
に
懇

親
会
を
開
催
し
情
報

交
換
を
行
っ
た
。

おもてなしの言葉を述べる上田副理事長

期待される山梨県女性部

情報BOX

　
毎
年
６
月
１

日
〜
７
日
は
全

国
水
道
週
間
と

さ
れ
、
全
国
各

地
で
﹁
水
道
に

つ
い
て
の
理
解

と
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
﹂

を
目
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
甲
斐
市
管
工
事
協
同
組
合
︵
戸
栗
林
哉
理
事
長
、
組
合
員
27
名
︶
は
、

こ
の
水
道
週
間
に
併
せ
て
、
市
民
に
水
道
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
公
共
施
設
の
巡
回
点
検
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
出
張
点
検
・
設
備
修

繕
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
組
合
が
組
織
化
が
さ
れ
る
前
か
ら
例
年
行
わ
れ
、
市

民
か
ら
大
き
な
反
響
と
期
待
が
さ
れ
て
い
る
恒
例
事
業
。

　
今
年
度
は
甲
斐
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
や

公
園
27
カ
所
及
び
高
齢
者
の
自
宅
を
訪
問
、
水
漏
れ
の
修
繕
、
パ
ッ
キ

ン
や
蛇
口
の
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
長
い
間
、
水
道
の
蛇
口
か
ら
の
水
漏
れ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
市
民

は
、﹁
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
﹂
と
大
喜
び
。

　
戸
栗
理
事
長
は
、﹁
全
組
合
員
が
市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
責

任
感
を
持
ち
日
夜
努
力
し
て
い
る
。
さ
ら
に
市
民
か
ら
愛
さ
れ
、
信
頼

さ
れ
る
様
な
組
織
活
動

を
今
後
も
展
開
し
て
い
く
﹂

と
力
強
く
語
っ
た
。

　
甲
斐
市
管
工
事
協
同

組
合
は
、
平
成
18
年
３
月

に
設
立
、
上
下
水
道
工
事

及
び
給
排
水
設
備
工
事

等
の
共
同
受
注
、
組
合
員

の
行
う
工
事
の
共
同
検
査
、

完
成
保
証
及
び
瑕
疵
保

証
を
事
業
の
中
心
と
し

て
積
極
的
に
展
開
。夜
間
・

休
日
の
当
番
業
務
も
請

け
負
い
、
甲
斐
市
・
水
道

局
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

協
調
里
に
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。

第58回 中小企業団体全国大会
テーマ　広げよう連携の絆  新たなる飛躍のとき

 期日及び場所
●日　　時　平成18年10月19日（木）　
　　　　　　13時30分～16時30分
●場　　所　「渋谷公会堂」東京都渋谷区宇田川町1－1
●参 加 者　約2,000人
●来　　賓　関係大臣、政党代表、中央会関係機関の長
●大会内容　議事（議案審議・意見発表・決議）
　　　　　　宣言
　　　　　　祝辞
　　　　　　表彰式（優良組合・組合功労者・中央会優秀
　　　　　　　　　  専従職員）

 大会参加料
　１人　3,000円

 主　催
　全国中小企業団体中央会
　都道府県中小企業団体中央会

案内
●研修会開催＆組合用パンフレットが作れます！

 助成対象組合を募集!!
①組合研究集会
　組合で実施する研修会を助成！

　小企業者組合が組織強化、運営の向上や組合員事業の
発展向上や経営の近代化などを目的として行う研修会に
要する経費を対象として
　●謝金など経費の2／3（上限70,000円）の助成を行い
　　ます。
　●対象５組合

②モデル組合
　教育情報提供事業、組合のパンフレット作成費等を助成！

　小企業者組合が行う教育情報提供事業に要する経費と
成果普及事業(パンフレット作成等)に要する経費を指定
モデル組合に助成します。
　●経費の2／3（上限160,000円）の助成を行います。
　●対象２組合（選考会あり）

小企業者組合とは…？
　企業組合又は、事業協同組合、商工組合及び商店街振興組合であって、構成員の４分の３以上が小企業者（常時使
用する従業員の数が５人（商業・サービス業は２人）以下の会社及び個人）で組織される組合です。

※なお、②モデル組合事業の募集については、８月末日　までとさせていただきます。

詳しくは

中央会の組合担当者又は
連携支援課まで
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組合事務局Hello!Hello!

●協同組合 山梨県ジュエリー協会

Hello!

専務理事：斉藤友英さん
　事務局長：市村　仁さん

設立／昭和28年9月1日

所在地／甲府市若松町4-5

理事長／松葉　惇

組合員数／158人　職員数／4人　

出資金／104,376千円

TEL／055-232-7571　

FAX／055-243-4301

　
　
組
合
の
活
動
は
？

　
今
年
の
開
催
で
35
回
と
な
っ
た
甲
府
ジ
ュ
エ
リ

ー
フ
ェ
ア
の
企
画
・
実
施
を
は
じ
め
、
共
済
保
険
、

共
同
購
買
、E
T
C
割
引
、宅
配
便
、教
育
情
報
、宣

伝
・
P
R
、福
利
厚
生
等
　
組
合
員
及
び
ジ
ュ
エ
リ

ー
協
会
の
た
め
に
幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
　
事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
 

　
　
い
ま
す
か
？

　
約
1
0
0
社
が
出
展
す
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア

の
開
催
準
備
、
各
種
研
修
・
講
習
会
、
イ
ベ
ン
ト
の

運
営
補
助
、毎
月
の
定
例
理
事
会
、各
種
委
員
会
の

運
営
、又
、情
報
誌﹁
組
合
だ
よ
り
﹂を
発
行
し
て
い

る
。

　
　
事
務
局
と
し
て

　
　
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
組
合
員
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
運
営

を
心
掛
け
て
い
る
。又
、事
務
所
に
来
て
い
た
だ
き
、

組
合
活
動
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
事
務
局
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　
去
年
６
月
の
K
o
o
│
f
u︵
ク
ー
フ
ー
︶ブ
ラ

ン
ド
の
立
ち
上
げ
に
際
し
、
組
合
員
が
一
丸
と
な

っ
た
姿
を
見
ら
れ
た
こ
と
。又
、業
界
を
ま
と
め
る

組
合
と
し
て
外
部
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

こ
と
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
山
梨
で
も
っ
と
も
大
き
な
地
場
産
業
で
あ
る

ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
に
携
わ
る
企
業
は
県
内
に

1,
0
0
0
社
以
上
あ
る
が
、業
界
を
ま
と
め
る
上

で
さ
ら
に
組
合
へ
の
新
規
加
入
を
促
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
趣
味
は
？

斉
藤
専
務
‥
さ
つ
き
盆
栽
が
30
年
来
の
趣
味
で
、

約
1
3
0
鉢
所
有
し
て
お
り
、
色
と
り
ど
り
の
花

を
見
て
楽
し
ん
で
い
る
。

市
村
事
務
局
長
‥
夫
婦
共
通
の
趣
味
と
し
て
、
美

術
館
を
め
ぐ
る
芸
術
鑑
賞
や
公
共
の
湯
泉
め
ぐ
り

を
し
て
休
日
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
　
最
後
に
ひ
と
こ
と

　
一
般
の
も
の
に
比
べ
純
度
が
高
く
、
硬
さ
も
２

倍
の
プ
ラ
チ
ナ
9
5
0
を
使
用
し
た
K
o
o
│

f
u
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
産
・
学
・
官
連

携
の
山
梨
・
産
地
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
開
発
や
、

J
A
P
A
N
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
で
の
戦
略

策
定
を
行
っ
て
い
る
。宝
飾
生
活
文
化
づ
く
り︵
宝

飾
を
通
じ
て
の
豊
か
な
生
活
の
実
現
︶
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
下
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
の
発
展
の
た
め
に

国
内
外
へ
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
活
躍
し
て

い
き
た
い
。

QQQQQQ Q

A Q 組
合
Q
&
A

Kumiai

世界のプラチナジュエリーは
甲府から。

(1)剰余金処分が確定したとき　
　（借方）未処分利益　

××××
　　（貸方）利　益　準　備　金　×××

　　　　剰　余　金　　　　　　　　　　 教育情報費用繰越金　100,000
(2)教育情報費用を支出したとき
　（借方）教育文化費　150,000　　（貸方）現　金　・　預　金　150,000
　　　　教育情報費用　

100,000
　　　　　教育情報情報費用　

100,000
　　　　剰　余　金　　　　　　　　　　 繰　越　金　戻　入

教
育
情
報
費
用
繰
越
金

　
当
組
合
の
事
業
目
的
の
ひ
と
つ
に
教
育
情
報
事
業
が
あ
り

ま
す
が
、そ
の
事
業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、定
款
の
定
め
に

よ
り
毎
事
業
年
度
の
剰
余
金
の
20
分
の
１
以
上
を
翌
事
業
年

度
に
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
教
育
情
報
費
用
の
た
め
の
繰
越
金
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、経
理
処
理
も
含
め
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
教
育
情
報
費
用
繰
越
金
と
は
、中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
︵
以

下﹁
組
合
法
﹂︶
及
び
、
定
款
に
規
定
さ
れ
た
繰
越
金
で
あ
り
、﹁
法

定
繰
越
金
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。具
体
的
に
組
合
法
で

は
、


教
育
情
報
事
業
を
営
ん
で
い
る
組
合
は
、そ
の
事
業
の
費
用

に
充
て
る
た
め
、毎
事
業
年
度
の
剰
余
金
の
20
分
の
１
以
上
を
翌

事
業
年
度
に
繰
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︵
組
合
法
58
条
④
︶
と

規
定
し
、こ
れ
を
受
け
て
そ
の
組
合
の
定
款
に
お
い
て
、20
分
の

１
以
上
の
の
割
合
が
定
め
ら
れ
、そ
れ
に
基
づ
い
て
繰
越
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
教
育
情
報
費
用
繰
越
金
は
剰
余
金
の
処
分
に
よ
っ
て
計

上
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、教
育
情
報
事
業
の
た
め
の
使
用
と

い
う
一
定
の
目
的
の
た
め
に
留
保
し
た
利
益
剰
余
金
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、法
の
趣
旨
は
、組
合
に
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
、必
ず

そ
の
一
定
部
分
を
じ
後
の
事
業
年
度
で
組
合
に
お
け
る
教
育
情

報
事
業
の
費
用
に
充
て
さ
せ
、教
育
情
報
活
動
を
充
実
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
組
合
員
の
社
会
的
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
ろ
う
い

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。従
っ
て
教
育
情
報
費
用
繰
越
金
は
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お

り
、
他
の
積
立
金
の
よ
う
に
毎

年
積
増
し
で
き
る
も
の
で
な
く
、

損
失
の
て
ん
補
に
充
て
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
か

ら
す
れ
ば
、
教
育
情
報
費
用
繰

越
金
の
会
計
的
性
格
は
負
債
性

引
当
金
に
類
似
し
た
も
の
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
教
育
情

報
費
用
繰
越
金
は
利
益
剰
余
金

と
負
債
性
引
当
金
と
の
両
方
の

性
格
を
持
つ
も
の
で
す
が
経
理

基
準
に
お
い
て
は
負
債
勘
定
に

属
す
る
も
の
と
し
、
一
般
科
目

表
の
﹁
固
定
負
債
﹂
の
次
に
﹁
教

育
情
報
費
用
繰
越
金
﹂
の
科
目

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
そ
の
経
理
処
理
を

示
す
と
下
記
の
通
り
で
す
。

　
従
っ
て
、
教
育
情
報
費
用
繰

越
金
は
総
会
に
お
い
て
繰
越
さ

れ
、
期
末
に
お
い
て
戻
入
さ
れ

る
訳
で
す
か
ら
、
通
常
は
決
算

書
の
貸
借
対
照
表
及
び
、
財
産

目
録
に
は
表
示
さ
れ
な
い
事
に

な
り
ま
す
。

山梨・甲府ジュエリーは山梨・甲府ジュエリーは300300年の歴史があり、年の歴史があり、

山梨は日本のジュエリーの約山梨は日本のジュエリーの約3分の分の1を製造する国内最大級の産地となっている。を製造する国内最大級の産地となっている。

協同組合山梨県ジュエリー協会は、協同組合山梨県ジュエリー協会は、

山梨はもとより日本のジュエリー業界の発展に貢献している。山梨はもとより日本のジュエリー業界の発展に貢献している。

今回は斉藤専務と市村事務局長にお話を伺いました。今回は斉藤専務と市村事務局長にお話を伺いました。

山梨・甲府ジュエリーは300年の歴史があり、

山梨は日本のジュエリーの約3分の1を製造する国内最大級の産地となっている。

協同組合山梨県ジュエリー協会は、

山梨はもとより日本のジュエリー業界の発展に貢献している。

今回は斉藤専務と市村事務局長にお話を伺いました。

青
年
中
央
会
通
常
総
会
を
開
催

CHUOUKAI-SEINENBU

講演する
荒木和夫氏

熱心に聞き入る参加者

　平成18年6月14日、昭和町の「ア

ピオ甲府」において、山梨県中

小企業団体青年中央会の平成

18年度通常総会が32青年部か

ら53名の参加者を集めて開催

された。

　総会では、平成17年度事業報

告・決算、平成18年度事業計画・

収支予算などが原案のとおり

可決決定された。平成18年度事業計画では、「青年

部の連携をサポートする組織」として会員間の交

流だけでなく、他県青年部及び他の経済団体青年

部とも積極的に交流を促進し、異業種の連携によ

る新事業連携を強力にバックアップしていくとの

基本方針が発表された。

　総会後に開催された研修会では、「企業連携と市

場開拓」の演題で企業組合企業仲人連盟理事長の

荒木和夫氏より「昨年度、中小企業新事業活動促進

法が施行された事により、企業間の連携やビジネ

スマッチングが全国的に盛んになっており、儲け

にも繋がっている」との講演が行われた。

　また、懇親会には山梨県商工総務課殿岡次長、商

工中金鈴木支店長、西東京山梨倶楽部天野顧問を

はじめ多くの来賓が参加され、青年中央会の今後

の活動などについ

て意見交換等が行

われ和やかなうち

に懇親会を終了し

た。
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　このコーナーは、山梨大学の先生とその研究を紹介することで、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけになれば」と企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を書くようにしています。そのため、研究内容
が正確に伝わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

山梨大学　研究室訪問 第６回

ただいま、研究ただいま、研究中!ただいま、研究中!
新たなワインの味わいに挑む
～未知の酵母や乳酸菌を探して～

●酵母・乳酸菌を使った食品などの開発や醸造・発酵による食品製造過程についてのご相談がありましたら、
　山梨大学･知的財産本部（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。


柳田
藤寿
先生
（工学部附属ワイン科学研究センター　助教授）

橋梁における免震用積層ゴム

海洋酵母®を使って醸造
されたワイン

■ワイン科学研究センターではどのような研究をな
　さっていますか
　山梨大学のワイン科学研究センターは、ワインと

ワイン用ブドウを専門に研究する我が国唯一の研究

機関として昭和22年に創設された発酵研究所を前

身としており、ブドウ栽培からワイン醸造までの一

貫した技術を総合的に研究しています。研究センタ

ーは、発酵微生物工学研究部門、機能成分研究部門、

果実遺伝子工学研究部門の３つの研究部門と、ブド

ウ育種試験場及び試験工場とから構成されています。

　私はその中の発酵微生物研究部門で、発酵に用い

る酵母や乳酸菌の研究を行っています。特に、赤ワイ

ンのまろやかさを出す乳酸菌によるマロラクティッ

ク発酵の研究を行っているのは国内の大学では私だ

けだと思います。

■ワインづくりで重要なポイントは何でしょうか
　ワインづくりは、ブドウの品種・ワイン酵母・醸造

方法の３つの要素により味が大きく左右されます。

　特にブドウの品種（山梨では甲州・ベリーＡ・シャ

ルドネなどが主力品種）が味に大きく影響しますが、

各ワインメーカーは特徴を出すために様々な醸造方

法に取り組んでいます。その一方で、ワイン酵母は分

離・培養・保存のた

めに特別の試験研

究設備が必要なため、

ワインメーカーの

多くが市販の酵母

を使って醸造を行

っています。ですか

ら、ワイン醸造に向いた新たな酵母を見つけること

ができれば、新しい味のワインを作ることが可能と

なります。

■海中の酵母を使ってワインを醸造したそうですが
　酵母は、糖を発酵してアルコールに変える働きを

する菌類で、多くは果実や樹液などの糖分の多い場

所に付着して存在しています。

　今回ワインの醸造に成功した「海洋酵母®」は、海

の中で生存しているという変わり種で、三共株式会

社が医薬品の開発のために海洋環境から分離・培養

した酵母です。

　海洋酵母®は薬品製造には向かないようでしたが、

研究の結果、その中に食品の発酵に適した酵母が見

つかり、この酵母と地元の甲州種のブドウを組み合

わせて醸造したところ、バラの花を想わせる香りと、

酸味と甘みのバランスのとれた新しい味わいのワイ

ンとして仕上げることができました。（2000年にサ

ッポロワイン㈱より「海の酵母のワイン」として発売

されました。）

■海洋酵母®に続いて取り組んでいる研究はなんですか
　これまで２年間をかけて海水から100種類ほどの

酵母を採取しました。その中には、ワイン醸造や食品

の発酵に利用できそうな酵母も数種類ですが見つか

っています。

　また、現在は新しい乳酸菌を土壌から分離・培養す

る研究にも取り組んでいます。これまで分離した乳

酸菌の中に新しい抗菌物質を作り出すものが見つか

っており、天然の抗菌剤・防腐剤に利用できると期待

しています。

■酵母や乳酸菌を通じて地元企業との連携を探る
　新しい酵母や乳酸菌を分離し、培養･保存するため

には専用の設備が必要です。また、新たに見つけた菌

がどのような役に立つのかを見極めるためには数多

くの実験が必要です。そのため、有用な酵母や乳酸菌

の権利は、研究開発費をたくさん出せる大企業が持

っており、中小企業がそれを利用しようとすると大

企業に使用料を払わなければなりません。

　大学においても同じようなことが言えます。設備

や費用のかかる遺伝子工学や核物理学などの最先端

分野の研究を行うには、規模が大きく資金・人員が豊

富な大学が有利です。

　このような状況に活路を開く方法として、地方大

学と地元企業とがタイアップして、大学の研究成果、

例えば、大学で見つけた新しい酵母や乳酸菌を利用

して企業が新製品・新商品を開発することが考えら

れます。うまくすれば、これまでとは逆に使用料を取

ることもできるかもしれません。

　新たに分離した酵母や乳酸菌は、冷凍保存により

長期間眠らせておくことができます。

　現時点ではワイン醸造や食品の発酵に適さないと

された酵母でも、将来、新たな利用方法が見出される

かもしれません。発酵微生物の研究は、山梨大学と地

元企業にとって大きな可能性を秘めている分野だと

思います。これからも、将来のビジネスの種をため込

むつもりで、様々な菌の分離と培養に取り組んでい

きます。

※「海洋酵母」は三共株式会社の登録商標です。

平成18年度 中央新幹線沿線学者会議開催される
　
本
学
者
会
議
は
、
平
成
４
年
に
設
立
さ
れ
、
以
来
、

中
央
新
幹
線
沿
線
９
都
府
県
の
学
識
経
験
者
が
、
定

期
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
開
催
等
に
よ
り
、
中
央

新
幹
線
の
意
義
や
役
割
を
、
学
術
的
に
意
見
交
流
を

行
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
6
月
16
日
︵
金
︶
甲
府
で
開

催
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
で
、
中
央
新
幹
線
の
意
義
と
し
て
、
超
電

導
リ
ニ
ア
に
よ
る
中
央
新
幹
線
は
鉄
道
の
特
性
で

あ
る
安
全
性
、
定
時
性
、
経
済
性
、
輸
送
効
率
性
な
ど

の
優
位
性
を
発
揮
し
つ
つ
、
東
京
〜
大
阪
間
を
１
時

間
で
結
ぶ
、
ま
さ
に
夢
の
超
特
急
で
あ
り
、
様
々
な

効
果
を
我
が
国
に
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
主

な
効
果
と
し
て
、
１
時
間
で
東
京
〜
大
阪
間
を
結
ぶ

と
い
う
こ
と
で
、
エ
リ
ア
が
一
つ
の
日
常
生
活
圏
・

経
済
交
流
圏
と
な
り
、多
様
な
交
流
が
可
能
と
な
り
、

大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た

超
伝
導
リ
ニ
ア
は
多
く
の
先
端
技
術
か
ら
成
り
立

っ
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
は
日
本
の
技
術
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
技
術
が
、
産
業
の
幅
広
い
分
野
へ
の
応
用

が
期
待
で
き
、
産
業
全
般
の
技
術
開
発
に
繋
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
山
梨
リ
ニ

ア
実
験
線
に
つ
い
て
は
、
先
行
区
間
に
お
け
る
実
験

線
開
始
か
ら
10
年
目
を
迎
え
、
技
術
定
期
に
高
い
評

価
を
受
け
、
今
後
先
行
区
間
の
設
備
を
抜
本
的
に
更

新
し
、
実
験
線
の
建
設
計
画
を
延
伸
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
当
日
は
来
賓
と
し
て
本
会
会
長
で
あ

り
、
リ
ニ
ア
建
設
促
進
山
梨
県
経
済
団
体
期
成
同
盟

会
副
会
長
と
し
て
出
席
し
、
会
議
の
結
び
に
、
先
行

区
間
の
予
算
化
、

Ｊ
Ｒ
東
海
鉄
道

株
式
会
社
の
技

術
提
供
に
お
礼

を
言
い
、
併
せ

て
山
梨
県
リ
ニ

ア
建
設
促
進
同

盟
会
が
リ
ニ
ア

の
早
期
実
現
に

対
し
、
支
援
し

て
い
く
こ
と
を

述
べ
て
閉
会
と

な
っ
た
。

あいさつする宮川会長

会場風景
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ジ
ョ
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ト
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よ
り

ジ
ョ
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ー
ト
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よ
りjob support

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
…
っ
て
、

何
で
す
か
ぁ

■

中
央
会
傘
下
の
某
組
合
に
い
る
関
係
者
に
連
絡
を

と
る
必
要
が
あ
っ
た
。
本
人
の
携
帯
番
号
を
失
念
し
て
し

ま
っ
た
の
で
、
そ
の
組
合
に
連
絡
を
と
っ
た
。﹁
こ
ち
ら
は

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
な
し
の
⋯
と
申
し
ま
す
が
⋯
﹂﹃
も

う
一
度
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
﹄﹁
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト

や
ま
な
し
で
す
﹂﹃
何
で
す
か
、
そ
り
ゃ
あ
。
何
を
や
っ
て

い
る
会
社
で
す
か
﹄
こ
ん
な
や
り
取
り
が
あ
っ
て
、﹁
山
梨

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
求
職
活
動
援
助
事
業
推
進

室
、
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
な
し
の
⋯
﹂﹃
あ
ぁ
、
中
央
会

の
関
係
で
す
か
﹄
と
疑
わ
れ
つ
つ
も
納
得
し
て
も
ら
え
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
初
め
て
で
は
な
い
。
中
央
会
の
関
係

先
と
し
て
は
知
れ
渡
っ
て
い
な
い
の
だ
。

■

確
か
に
、
こ
ち
ら
で
は
各
組
合
の
人
材
探
し
の
手
伝

い
を
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
よ
う

に
人
材
を
紹
介
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
一
般
求
職
者

を
対
象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
支
援
す
る
た
め
の
組
織
な

の
だ
か
ら


”ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
な
し
“
を
前
面
に

出
し
た
の
で
は
﹁
何
で
す
か
、
そ
り
ゃ
あ
﹂
に
な
っ
て
も
仕

方
が
な
い
。

■

一
般
求
人
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
。﹁
そ

ち
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
る
の
か
﹂﹁
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
の
違
い
は
﹂
と
問
い
か
け
て
く
る
。
逐
一
説
明

を
し
な
が
ら


”山
梨
し
ご
と
情
報
ナ
ビ
“
へ
の
登
録
勧

誘
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
山
梨
し
ご
と
情
報
ナ
ビ
の
画
面

か
ら
は
、
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
な
し
の
業
務
内
容
は
理

解
し
に
く
い
。
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
ど
こ

に
あ
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
。
問
い
合
わ
せ
る
立
場
に
な

っ
て
、


”ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
な
し
“
を
み
て
み
る
と
、

知
ら
し
め
る
手
段
が
不
足
し
て
い
た
。

■

現
在
勤
務
中
だ
が
、
独
立
し
て
会
社
を
も
ち
た
い
と

考
え
て
い
る
人
が
い
る
。
昨
年
来
、
そ
の
機
会
を
窺
っ
て

い
る
と
聞
い
た
。
そ
の
彼
に
10
年
ほ
ど
前
に
会
社
を
興
し

た
社
長
が
諭
し
て
言
っ
た
。
今
、
在
籍
し
て
い
る
会
社
の

名
前
で
注
文
が
入
っ
て
く
る
の
を
、
自
分
の
実
績
と
勘
違

い
す
る
と
会
社
を
興
し
て
も
存
続
は
難
し
い
。
看
板
の
重

み
を
再
認
識
す
る
よ
う
に
。

■

看
板
の
重
み
が
信
頼
に
つ
な
が
る
。
ま
ず
は
、
看
板

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
﹁
中
央
会
の
求
職
活
動
⋯
﹂

﹁
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
甲
府
内
に
あ
り
ま
す
ジ
ョ
ブ
⋯
﹂

と
冠
詞
を
つ
け
て
名
乗
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
求
職
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動
援
助
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進
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︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
な
し

平成19年3月新規高等学校卒業者に係る就職について
　山梨県高等学校就職問題検討会議（県、労働局、職業安定所、教育委員会、各種経済団体等が構成）
において、平成19年3月高等学校卒業者の正常な学校教育の維持及び適正な職業紹介の円滑な推
進を図るため、次の事項について申し合わせが確認されました。

 申し合わせ事項

1．応募・推薦等について
（1）平成19年3月新規高等学校卒業者の応募・推薦については、平成17年度と同様に平成18年
10月14日までは1人1社のみの応募・推薦とし、平成18年10月15日以降は複数応募・推薦を可
能とします。
（2）事業者の方には、平成18年10月15日以降においても採用選考機会の拡大をお願いします。
　また、求人が充足・取り消しになった場合においては、速やかに学校及びハローワークへ連絡
をお願いします。
（3）複数応募・推薦に伴い、複数の企業から内定を得た場合に生じる生徒側からの採用辞退に対
して　  は、企業側の理解をお願いします。

２．求人の指定校制について
　企業が学校を指定して求人募集を行うことは、均等な就職機会の確保の観点から、必ずしも
望ましいものではありませんが、その職種や仕事内容から学校・学科の指定等に合理性が認め
られる場合があることを考慮し、事業主の方々には出来る限り求人の共有化をお願いします。

３．高校求人の確保について
　応募・推薦については、上記１に示したとおりですが、当該申し合わせを履行する上で、求人
の確保は必要不可欠であります。このため、企業・学校・行政の確保に最大限の努力を図る事を
確認しております。

４．応募に係る採用内定について
　応募に対する採否の通知については、出来る限り速やかに応募者（学校を含む）に通知される
よう、最大限企業側に強力をお願いします。

平成18年度

山梨事業所リサイクルネットワーク化事業費補助制度
趣　　旨　
　循環型社会の推進を図るため、複数の事業所、収集運搬事業者、リサイクル業者、市町村、ＮＰＯな
どの連携による事業系一般廃棄物のリサイクルシステム構築に係わる経費の一部を助成します。

補助対象者
　山梨県内に事業所を置く複数（原則5事業所以上）の一般廃棄物の排出事業者、収集事業者、処分業
者（リサイクル業者）、市町村（一部事務組合を含む）、ＮＰＯ等を構成員とする団体で、リサイクルシ
ステムの策定に共同で取り組む団体。

補助対象事業
　事業系廃棄物において、リサイクルネットワーク化事業の導入により効率的かつ低費用でのリサ
イクルが図れるシステムの策定。

補助対象経費
　検討協議会の開催、排出実態、意向調査、先進事例調査、市場調査、技術研究、システムの試行、実証
試験の機器・装置の導入（購入は除く）システムの試行の評価、実証試験、事務費など（詳しくは補助金
交付要綱を参照してください）

補助内容
　●補助率：対象事業に要する経費の1／2以内　　●補助限度額：100万円

事業実施期間
　交付決定日から平成19年3月31日

申請募集期間・申請方法等
　●募集期間　平成18年6月12日（月）～7月14日（金）
　●申請方法　補助金交付要綱に定める補助金交付申請書を循環型社会推進課まで直接提出して下さい。

問い合わせ先
　山梨県森林環境部循環型社会推進課　1055-223-1506　FAX055-223-1507
　URL　http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/junkan/95169935477.html

情報BOX
申し合わせ 募集案内
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　4月22日（土）
　甲府出発午前３時半、「アピオ」駐車場を出発し中央高速から成田空港へ

向かった。順調な車の流れの為か予定より早く空港に着いた。ここで参加

者28名が揃い結団式で中央会宮川会長の挨拶をいただき、搭乗手続きを

行い第２ターミナルから中国航空機に乗る。午前９時半ＣＡ422機で北京

に向かって旅立った。北京着12時トランジットホールにて休憩をとり北

京発13時に成都に向かった。成都には15時20分に着き各々荷物を受け取り、

専用バスにて成都市内観光に出発した。中国と日本の時差は１時間である。

　『武候祠』
　劉備と諸葛亮、水魚の君臣が祀られた祠堂、三国時代の蜀の丞相、諸葛亮

の祠堂、彼の謚である「忠武候」に因んで名付けられた広大な敷地内には三

顧の礼以来水魚の交わりを結んだ彼の主君。劉備を祀る漢昭烈廟や蜀の

臣達の像が並ぶ武将廊、文臣廊、三義廊、劉備の墓である恵陵などがある。

他にも諸葛亮をたたえる唐代の石碑「三絶碑」や南宋の武将、岳飛が書いた

泣かざる者は忠臣におざると言われる「出師の表」の写しなどが有名。三国

時代に関する資料館などもあり三国志の魅力を味わう必見の名所。

　『成都』
　四川省の省都で中国西南地方の政治、経済、文化の中心地三国時代には

劉備が諸葛亮の進言に従ってこの地に入り、蜀漢を建国した成都双流空

港は1998年に竣工し北京よりジェット機で２時間、四川省の面積は4,850

万㎞で日本の面積の1.3倍で人口は8,600万人で中国の省の中で３番目に

多い人口である。中国の全土の面積は日本の約26倍でロシア、カナダに次

ぐ世界３位、全長6,300㎞の長江と546㎞の黄河は世界有数の古代文明を

生み4,000年以上に渡る歴史を綴ってきた。西部には世界最高峰のチョモ

ランマ峰を頂くヒマラヤ山脈と広大なタクラマカン砂漠、中央部に黄土

高原や四川盆地東に平原と長い海岸線が続き、地形は変化に富む、人口は

最多、うち９割以上を占める漢民族を中心に合計56の民族が共生している。

～次回号へ続く～

　ジメジメとした梅雨の時期を迎えました。
　今年は季節はずれの風邪が流行っているよ
うです、これから本格的に迎える夏に向け、体
調管理をしっかり行いましょう！
　ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班
までお寄せ下さい。 

TEL 055-237-3215  FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

編

集

後

記

通
常
総
会
に
お
け
る
表
彰
者
一
覧

通
常
総
会
に
お
け
る
表
彰
者
一
覧

通
常
総
会
に
お
け
る
表
彰
者
一
覧

●中央会50周年記念事業

中国事情視察研修を終えて①

山梨県水産物商業協同組合　理事長　内藤和重

平成18年４月22日～28日

平
成
18
年
度

 

感
謝
状

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
退
任
役
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
名

　
早
野
潔
、故
‥
鈴
木
和
男

　
退
任
組
合
理
事
長
　
　
　
　
　
　
24
名

　
遠
藤
眞
風︵
山
梨
県
理
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
︶、河
西
知
雄︵
身
延
砂
利
協
同
組
合
︶、

小
林
尚
武︵
峡
西
ガ
ス
協
同
組
合
︶、志
村
等

︵
連
雀
事
業
協
同
組
合
︶
、
霜
村
正
臣
︵
甲
府

菓
子
工
業
協
同
組
合
︶、白
倉
正
明︵
三
和
林

業
企
業
組
合
︶
、
故
‥
鈴
木
和
雄
︵
山
梨
県
菓

子
工
業
組
合
︶、原
紀
元︵
山
梨
県
サ
ッ
シ
販

売
工
業
協
同
組
合
︶
、
故
‥
平
子
文
康
︵
上
野

原
織
物
工
業
協
同
組
合
︶、古
郡
心
力︵
山
梨

県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
︶
、

細
田
武
國︵
山
梨
県
森
林
整
備
生
産
事
業
協

同
組
合
︶、前
島
善
福︵
山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造

協
同
組
合
︶
、
故
‥
望
月
義
幸
︵
峡
南
林
業
整

備
生
産
協
同
組
合
︶、安
江
一︵
山
梨
県
ニ
ッ

ト
工
業
組
合
︶、五
味
孝
男︵
山
梨
県
印
刷
工

業
組
合
︶、佐
々
木
徳
五
郎︵
大
月
エ
ル
ピ
ー

ガ
ス
販
売
協
同
組
合
︶、佐
藤
友
信︵
猿
橋
エ

ル
ピ
ー
ガ
ス
販
売
協
同
組
合
︶
、
佐
野
富
人

︵
西
嶋
和
紙
工
業
協
同
組
合
︶、小
俣
芳
二︵
甲

州
織
物
都
留
問
屋
協
同
組
合
︶
、
小
林
福
男

︵
富
士
ド
ン
ス
織
物
協
同
組
合
︶、石
井
研
次

︵
富
士
吉
田
市
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合
︶、

天
野
辰
雄︵
山
梨
建
築
設
計
監
理
事
業
協
同

組
合
︶、奈
良
明
雄︵
大
月
織
物
協
同
組
合
︶、

畠
中
伸
子︵
河
口
湖
プ
チ
ペ
ン
シ
ョ
ン
事
業

協
同
組
合
︶

  

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

  

会
長
表
彰

　
特
別
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
名

　
望
月
誠
一︵
社
団
法
人
山
梨
県
河
川
防
災

セ
ン
タ
ー
︶




　
優
良
組
合
　
　
　
　
　
　
　
　
9
組
合

　
甲
斐
石
油
協
同
組
合
、協
同
組
合
ア
ム
ス

韮
崎
、
協
同
組
合
ベ
ル
ビ
ル
マ
ル
シ
ャ
ン
、

峡
南
林
業
整
備
生
産
協
同
組
合
、甲
府
菓
子

工
業
協
同
組
合
、
三
和
林
業
企
業
組
合
、
西

小
尾
林
業
企
業
組
合
、山
梨
県
カ
ー
リ
サ
イ

ク
ル
協
同
組
合
、若
草
ま
ち
お
こ
し
協
同
組

合　
優
良
組
合
青
年
部
　
　
　
　
　
1
組
合

　
山
梨
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
青
年

部
会

　
組
合
功
労
者
　
　
　
　
　
　
　
　
44
名

　
天
野
袈
裟
富︵
協
同
組
合
山
梨
県
流
通
セ

ン
タ
ー
︶、荒
井
信
秋︵
山
梨
県
山
砕
石
事
業

協
同
組
合
︶、有
井
昌
永︵
山
梨
県
青
果
商
業

協
同
組
合
︶、飯
窪
宗
男︵
山
梨
県
宝
石
研
磨

工
業
協
同
組
合
︶、石
水
邦
芳︵
山
梨
県
印
刷

工
業
組
合
︶、一
瀬
新
蔵︵
山
梨
県
印
判
用
品

卸
商
工
業
協
同
組
合
︶、井
出
正
広︵
岳
麓
自

動
車
検
査
事
業
協
同
組
合
︶、井
上
秀
男︵
山

梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合
︶、内
田
長
久︵
山

梨
県
菓
子
工
業
組
合
︶、大
久
保
健
三︵
協
同

組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
︶、大
柴
民
雄︵
甲

府
理
容
師
協
同
組
合
︶、大
森
勝︵
山
梨
県
電

気
工
事
工
業
組
合
︶、小
野
勝
巳︵
山
梨
県
石

油
協
同
組
合
︶、小
野
繁︵
山
梨
県
水
産
物
商

業
協
同
組
合
︶、柏
木
令
雄︵
山
梨
県
菓
子
工

業
組
合
︶、加
藤
晃
生︵
協
同
組
合
山
梨
県
流

通
セ
ン
タ
ー
︶、加
藤
欽
弥︵
山
梨
県
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
︶
、
萱
沼
国
男

︵
都
留
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合
︶、川
端
良

一︵
山
梨
県
石
油
商
業
組
合
︶、窪
田
徹
夫︵
山

梨
県
水
産
物
商
業
協
同
組
合
︶
、
窪
田
廣
宣

︵
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
︶、功

刀
平︵
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
︶、小
泉
徹︵
山

梨
県
印
刷
工
業
組
合
︶、古
泉
淑
典︵
山
梨
県

電
気
工
事
工
業
組
合
︶、河
野
健
児︵
山
梨
県

水
産
物
商
業
協
同
組
合
︶、三
枝
力︵
山
梨
ア

ク
セ
サ
リ
ー
協
同
組
合
︶、坂
本
丈
一︵
上
野

原
機
械
器
具
工
業
協
同
組
合
︶
、
沢
登
三
九

雄︵
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
︶、霜
村

正
臣︵
甲
府
菓
子
工
業
協
同
組
合
︶、入
戸
野

四
郎︵
山
梨
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
︶、

野
中
修︵
南
ア
ル
プ
ス
市
管
工
事
協
同
組
合
︶、

羽
田
世
志︵
岳
麓
自
動
車
検
査
事
業
協
同
組

合
︶、平
井
満
治︵
山
梨
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
同
組
合
︶、藤
巻
眞
史︵
甲
府
市
資
源
回

収
協
同
組
合
︶、藤
森
清︵
甲
府
理
容
師
協
同

組
合
︶、細
田
正
光︵
山
梨
県
自
動
車
整
備
商

工
組
合
︶、水
口
信
一︵
山
梨
県
自
動
車
整
備

商
工
組
合
︶、三
森
一
彦︵
連
雀
事
業
協
同
組

合
︶、矢
崎
圏
一︵
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生

活
衛
生
同
業
組
合
︶、矢
崎
六
彦︵
山
梨
県
重

機
業
協
同
組
合
︶、山
田
稔︵
山
梨
県
電
気
工

事
工
業
組
合
︶、山
本
一
雄︵
山
梨
県
撚
糸
工

業
組
合
︶、依
田
芳
典︵
協
同
組
合
山
梨
県
鉄

構
工
業
会
︶、渡
邉
誠︵
山
梨
県
塗
装
協
同
組

合
︶

　
青
年
部
功
労
者
　
　
　
　
　
　
　
5
名

　
岩
田
俊
彦︵
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組

合
青
年
部
︶、小
野
曜︵
山
梨
県
パ
ン
協
同
組

合
青
年
部
会
︶、佐
野
正
幸︵
山
梨
県
自
動
車

整
備
︵
商
工
︶
A
M
S
山
梨
青
年
部
︶
、
曽
根

修
平︵
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
青
年
部
︶、藤

原
久
雄︵
山
梨
県
時
計
宝
飾
眼
鏡
商
業
協
同

組
合
青
年
部
︶

　
女
性
部
功
労
者
　
　
　
　
　
　
　
3
名

　
佐
々
木
佳
志
美︵
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業

協
同
組
合
女
性
部
会
︶、花
田
一
恵︵
山
梨
県

ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
女
性
部
会
︶
、
早

川
佳
子︵
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

女
性
部
会
︶

　
優
良
専
従
職
員
　
　
　
　
　
　
　
11
名

　
秋
山
好
久︵
山
梨
県
民
信
用
組
合
︶、大
山

き
く
子︵
山
梨
県
弁
護
士
協
同
組
合
︶、小
林

誠
司
︵
山
梨
県
民
信
用
組
合
︶
、
三
枝
誠
︵
山

梨
県
民
信
用
組
合
︶、
b
田
啓
介︵
甲
府
市
資

源
回
収
協
同
組
合
︶、田
中
朝
子︵
山
梨
県
地

場
産
業
セ
ン
タ
ー
販
売
協
同
組
合
︶
、
中
込

直︵
山
梨
県
火
災
共
済
協
同
組
合
︶、中
村
政

︵
甲
府
ガ
ス
協
業
組
合
︶
、
林
武
文
︵
甲
南
食

品
協
業
組
合
︶、藤
巻
寛︵
山
梨
県
火
災
共
済

協
同
組
合
︶、本
田
和
江︵
山
梨
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
協
同
組
合

訪
中
記
前
月
号
に
引
き
続
き
参
加
者
に
よ
る

感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。


